
リサーチ・アドミニストレーター協議会の創設と
期待する取組み

リサーチ・アドミニストレーター協議会 会長/ 金沢大学 学長

山崎 光悦

URAシンポジウム 大学の研究経営システムの確立に向けて
～経営を担う・支える人材確保にどう取り組むか～
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（RA協議会 http://www.rman.jp/ )



1.URAのためのネットワーク組織構築の意義

2.RA協議会設立の経緯

3.RA協議会の活動

4.研究経営人材育成へ向けて
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1.URAのためのネット
ワーク組織構築の意義

3



大学等の教育研究機関の
国際競争力・社会的な存在価値の向上

研究戦略に基づく実行力のある研究体制・環境の構築
＆

それを実現する組織体としての大学経営

研究を中心とした大学経営を支える新たな人材

URA
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実務者のネットワーク形成を、全国の各機関が組織的に支援していくことが必要

リサーチ・アドミニストレーター(RA)
協議会の発足

Open
URAネットワーク組織

Closed
複数大学間の連携

URAの育成・能力向上
課題共有・解決のための情報交換



2. RA協議会設立の経緯
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2011年 文部科学省
「URAを育成・確保す
る整備事業」スタート

2009年
学術研究懇談 (RU11)
URAを育成・確保につ
いての議論がスタート

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

RA協議会設立までの経緯
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UNITT,(2008年～）
地域・中小大学URA勉強
会、私学連盟、大学事務
職員勉強会 等
関連の活動

事業採択校メンバー
を中心にネットワー
ク組織設立に向けた
議論を開始

第
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Ｕ
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究
会
合
同
大
会

（
主
幹
校
大
阪
大
学
＆
京
都
大
学
） 関連活動との連携

・大学事務職員
・産学連携関係

RA 協議会
年次大会

・スキルアップ
・相互研鑽
・事例蓄積
・情報交換
・キャリアパス
・評価、組織設
計など

主
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大
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東
京
大
学
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約600人
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同
大
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（
主
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校
北
海
道
大
学
）
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毎年年次大会を開催

約550人



3. RA協議会の活動
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RA協議会 事業内容

1. 本会会員間の業務連携に資する活動、全国的な体制の構
築及び運営

2. 人材育成等を目的とした研究会、講習会の開催等、及び
能力の認定

3. 大学等のリサーチ・アドミニストレーション業務に関す
る情報交換等の促進、情報発信

4. 国内外の諸団体等との連絡、交流、対話及び協力並びに
提携

5. 大学等のリサーチ・アドミニストレーション業務の啓発
及び普及活動

6. その他本会の目的を達成するために必要な事業
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RA協議会 組織構成

総会

運営委員会

年次大会

企画・ 運営

専門委員会

情報発信

専門委員会

スキル

プログラム

専門委員会

国際関係

ワーキング

グループ

事務局
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1. 運営委員会

（ １） 協議会組織強化に関する取り 組み（ 財政面も含む ）

（ ２ ） 会員サービスの向上を目指し た活動の計画立案

（ ３ ） 我が国における RA 協議会の定着･展開に資す

　 　 る専門委員会活動の推進

2. 年次大会企画・ 運営専門委員会

（ １） 年次大会の企画運営

（ ２ ） 次年度大会の運営体制の確定

（ ３ ）スキルプログラムとの連携

3. 情報発信専門委員会

（ １） 活動全般を 発信する W ebコンテンツの企画編集

（ ２ ） 内容の適否をチェッ クするレビュー機能

4. スキルプログラム専門委員会

（ １） 教育・ 研修プログラム、スキル標準を基に、将

　 　 来的に資格認定につながるカリキュラムの検討

（ ２ ） 教育・ 研修プログラムの企画実施

5. 国際関係ワーキンググループ

（ １） 海外 URA 組織との国際交流及び情報収集

（ ２ ） 海外共同研究の促進や教育プログラムに関す

　 　 　る連携の検討

各構成組織の事業概要

( 3 ) 国内の研究支援活動の国際化支援
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平成28年3月現在

組織会員 17機関（215名）

個人会員 94名
全309名

筑波大学
東京農工大学
金沢大学
福井大学
横浜国立大学
信州大学
京都大学
大阪大学
神戸大学

組織会員

賛助会員
エルゼビア・ジャパン
トムソン・ロイター
メディアフュージョン

徳島大学
長崎大学
熊本大学
奈良先端科学技術大学院大学
首都大学東京
関西大学
沖縄科学技術大学院大学
情報・システム研究機構

RA協議会会員参加状況
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RA協議会ウェブサイト http://www.rman.jp/



第1回RA協議会年次大会

参加機関118，参加人数419名

信州大学 長野キャンパス
2015年9月1日～2日
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4. 研究経営人材育成へ向けて
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省庁

学長・理事

URA

部局長

研究者

企業

事務組織

研究強化施策
研究環境整備等

協力

支援

研究力
分析

支援

指示
情報提供
・戦略提案

情報
収集

連携

報告

URAの新たな可能性~研究経営とURA~

RA協議会でも新たなトピックとして取り上げていきたい
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http://www.rman.jp/meetings2016/blog/post-1.html

年次大会に関する情報はこちらから
↓ 随時更新
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参考資料
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RA協議会の会員制度
会員種別（対象） 年会費 会員のメリット

組織会員
(大学・研究機関)

20万円

・1 組織より 1 名の代議員をご登録いただき、RA協議会
の運営に参画していただきます。
・組織会員機関に所属する方が RA 協議会の個人会員に
なる場合、年会費がお一人 2 千円となります。通常一人
1 万円に対し 8 千円の減額となります。現在のところこ
の割引について機関あたりの参加人数に制限はありませ
ん。
・協議会活動を通じた高いPR効果が期待できます。
― WEBページに組織会員の紹介枠。
― 年次大会受付付近にパンフ等設置。
・会員向けWEBコンテンツの閲覧。（予定）

個人会員
(組織会員機関所属)

2千円
・年次大会の参加に際し、参加料の割引が適用されます
（非会員 1 名様 2 万円のところを、5 千円に割引いたし
ます）
・分科会参加が可能で、URAに必要なマネージメント
スキルの向上が期待できます。
・会員のみのWEBコンテンツ（年次大会でのセッション
発表資料など）の閲覧が可能です。
その他検討予定の特典
・研修参加費の割引

個人会員
(組織会員以外の機関

に所属する方)
1万円

賛助会員
（企業・関連団体）

50万円

・年次大会等で組織の事業PR可能です。
・協議会のWEBサイトへバナーを設置します。
【内訳】
・大会でのセッション枠 20万円
・ブース出展代 20万円
・広告掲示等 10万円
（大会プログラム冊子，WEB，ポスター掲示等）


